
藤野副委員長の司会挨拶で始まった第7回組織拡大会議。�
東日本本部執行委員会を代表して挨拶に立った佐藤委員長は、
冒頭、新潟中越地震義援金カンパのお礼を述べると共に被災さ
れた組合員より礼状が届けられていること（今号裏面）を紹介
し本題に入り、「情勢は『第6回組織拡大会議』以降大きな変化
を見せています。」と、昨年9月16日の配属12事件の和解によ
る一括解決以降、年明けの高崎配属事件和解、「ベンディング
事業所の縮小・廃止」の実現、154名の仲間の元職種を中心と
した復帰の流れに触れ、更に「中労委関係者の熱意を真正面か
ら受け止めると同時に、昇進事件の和解協議の条件が整ったと
判断し和解協議を進めているところであります。」と報告。同
時に、「情勢は和解協議を国労組織の飛躍に結び付ける組織全
体の奮闘を求めていると思います。相手の失点を待つのではな
く、国労自身が大きく成長し、様々な相談、話し合いを持ち込
んでこられる人間的な大きさを持たなければなりません。和解
協議の結果得られる『不公平感のない労使関係』を労使対等の
力関係にまで高めるには仕事は言うまでもなく、会社施策に対
する改善能力や人間関係の面においても職場の中心的存在にな
っていただかなければなりません。」と参加者に訴えた。�
続いて、本部芝�中執の挨拶を受けた後、伊藤書記長が、昨
年の5月に開催した第6回組織拡大集会以降、今日までの「経
過及び組織強化・拡大にむけた提起」を行い、この間組織拡大
を勝ち取った東京・仙台・千葉地本（別途掲載）からの取り組
みを全体で学びあい、再度、東日本本部より「青年対策部の現
状」報告、「ホームページ開設に向けて」の説明を行った。�
�
�

昨年のこの会議以降4名の拡大を勝ち取る事が出
来たが、依然として意識の中には脱退者には「仕方
がない」、「戻る人は戻ってくればいい」との意識が
ある。もっと真剣に話しかけていかないと拡大は難
しい。�

�
�

3年前のユニオンの分裂でダメージを受けたが頑
張ってきた。�
今回の加入はユニオンからで、山形では当初ユニ
オンの組合員に情報は知らされていなかった。今回
の統一で「三年前には一緒にならないと言っていた
のに何故？」の不満あり。引き続き頑張る。�

�
�

昨年の7月に東労組から1名が拡大。東労組内に
は組合役員の言う事を聞かないと差別がある。漠然
と誰かを入れようと言うことではなく、この人と決
めたら、皆で声掛けしないと増えない。国労を拡大
したいというのはみんなの思いだ！！�

�
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以上の報告を受けその後会議は、貨物職場を代表して林長野
貨物協議長の報告から討論に入った。�
「年3、4回組織対策の会議を開催し議論するもののなかなか結
果が出ない。地本として本腰を入れる。」（水戸）、「この間、組
織対策行動委員会を設置してきた。次にどう踏み込むのかが課
題。」（横浜）、「昨年4月に組織対策プロジェクトを結成した。」（高
崎）、「会社との関係が改善されれば変に気を使わなくとも良い
部分が増える。」（盛岡）、「組織を守って拡大を図ろうと機関紙
講座・学習会を開催。」（新潟）、「ユニオンの脱退で一時は一桁
になった支部も、20名以上に戻り組合員も元気に」（秋田）、「職
場には不満がある、1つ1つをつなげる取り組みが大切、本部青
対も頑張る！！」（本部青対部）、「自分が加入した当時は、日貨
労によるプレッシャーがあった。新加入者への廻りの激励は大
切」（森岡青年部長）の報告・交流をうけ、伊藤書記長のまと
め（別途掲載）を全体で確認し、最後に佐藤委員長の団結ガン
バローで組織拡大に全力を上げることを再度、意思統一した。�
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東京地本　斉藤組織部長 

仙台地本　原田山形県支部委員長 

千葉地本　小倉千葉支部執行委員 

第7回組織拡大会議　書記長集約�
�
昨年5月の第6回組織拡大会議以降、各地方本部・支部・組
合員の奮闘で7名の組織拡大の成果の報告ができたことを全
体で確認します。�
組織拡大で奮闘された取り組みの中に、成果と問題点の報
告がされました。特に国鉄の「分割・民営」化の経過の中で
組織脱退に対しての感情など今日も引き続き職場には存在し
ている。また、組合員一人一人が他労組に脱退しても「人間
関係」を大切に継続して組織拡大に結び付いた報告もあります。�
第7回組織拡大会議のまとめとして�
①　新たな状況・局面の認識の意思統一をはかる。�
②　今日までの組織拡大の経過に学び、日常的に「人間関係」
「世話役活動」などを大切に行っていく。�
③　2月を準備期間とし、3月・4月を組織拡大月間として各
地方本部は具体的取り組みを行う。�
④　6月に第8回組織拡大会議で強化月間拡大報告・成果・問
題点などが交流できる会議を開く。�
以上をまとめとします。�

東京地本　斉藤組織部長 

仙台地本　原田山形県支部委員長 

千葉地本　小倉千葉支部執行委員 

　国労東日本本部は1月22日（土）、新橋交通ビルB1ホールにて第7回組織拡大会議を開催し、第6回会議以降の具�
体的な成果を全体で共有するとともに、今日の情勢認識の一致から当面する組織対策に向けた意思統一を行った。�
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昨年10月23日に発生した「新潟中越」地震は国労組合員も多く被害を受け、国労東日本本部は全組合員に一人、1,000円
を目標にカンパ活動を各地方本部の理解のもと取り組んできました。�
12月14日に、地方本部代表者会議で多くの組合員から寄せられた見舞金の配分を決定し、関係地方本部は昨年末に向け
て被災者への見舞金が渡され、東日本本部に多くの被災された組合員・分会から感謝の手紙などが寄せられています。�
国労東日本本部は非常に短期間の中で各機関が取り組まれたことに心から感謝申し上げます。�
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昨年10月23日発生した中越地震では、全国からたくさんの励まし
を頂きました。�
国労本部は、いち早く新潟県に援助金を届け、国労東日本本部傘
下の組合員からは被災組合員に多額の援助金をお寄せ頂きました。
誠にありがとうございました。�
地方本部は、年の瀬、中越支部と共に援助金を携え、被災者宅を
一軒一軒訪問し、家族会などからも救援物資が寄せられていました
ので、それらも一緒に届けて参りました。�
思いがけぬ突然の訪問に『組合は有難いものですね』と何度もお
礼を述べられたご家族や援助金を仏前に供えられたご家族など、私
たちも一緒に感動を頂きました。�
仲間のみなさんの温かい気持ちは十分伝えることができたと思っ
ています。�
被災地では約1万人の人達が仮設住宅で新年を迎えました。暖冬と
はいえ多いところで150センチの積雪です。いよいよこれからが本格
的な降雪期に入ります。余震が続くなかで『傾いた家が雪で倒れな
いか心配』『屋根瓦が崩壊している。職人の手が回らずシートで覆っ
たまま』など不安の声も聞かされましたが、復興の春に希望をつな
げ今冬を乗り切る決意も伺うことができました。�
これまで本部はじめ各級機関並びに組合員・家族のみなさんから
寄せて頂いた連帯とご厚意に、あらためて心より感謝申し上げます。
ありがとうございました。（2005年1月）�
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10月23日の中越地震に際し、全国の組合員の皆様より多数のお見
舞いを頂き誠にありがとうございました。�
被災者全員感謝するとともに御礼申し上げます。�
当日私は、家族と家で夕食を食べ始めたところ、突然大きな揺れ
を感じ、同時に停電となり石油ストーブを消して妻子の上に覆いか
ぶさるのが精一杯でした。揺れは数十秒間続き、揺れている間に私
の上に内壁が落下してきたのです。ようやく揺れが収まり、家の中
から外へ逃げ出しましたが、数分後に最初の余震がきて、立ってい
ることもできない状態でした。�
その後、近所の人と家の前の田んぼに避難していると『石坂小学
校を避難所として開放した』との連絡が入り、真っ暗な学校の体育
館へ避難しました。当日はすごく寒い日でしたが、避難所の小学校
には毛布はなく（7・13水害で使用したため）防寒シート一人一枚で

夜を過ごしました。翌24日朝、明るくなるのを待って家を見に行く
と屋根瓦は落ち、戸は外れ、家の中の電化製品や家具がほとんど倒れ、
足の踏み場もない状態でした。一部の壁は完全に落ち、残った壁も

ヒビだらけ、トイレや浴室の床は段差がついていました。それでも
家の中を片付けようと始めたら、また大きな余震がきて怖くなり、
すぐ避難所へ逆戻り。本格的な片付けは地震後1週間が過ぎた10月30
日からでした。�
11月3日まで避難所にお世話になり、その後はキズだらけの自宅に
住んでいて、今でも余震が続くので寝る時は家族全員一階の居間に
寝ている状態です。�
私の家は長岡市の村松町で新幹線の脱線現場の町内です。全村民
が避難した「山古志村」から5,6キロ離れたところにあります。数日後、
避難所に設置されたテレビを通じて今回の地震の凄まじさを知り、
改めて恐怖感が増したことを一生忘れることはないと思います。�
今も、家もボロボロ、周囲の道路や山々もキズだらけですが、今
後どれだけの日々を費やしてでも以前の家に環境を少しでも近付け
るよう全員で努力していきます。そして、ご支援くださった皆様に
震災前の中越を見て頂けるよう頑張ります。�
最後に、もう一度感謝申し上げます。本当にありがとうございま
した。（2004年12月25日）�

お礼状は以下にご紹介する皆様にもいただいておりますが、紙
面の都合上お名前だけ掲載させて頂きました。�
長野地本東北信支部飯山線分会　桜井敬三さん、東京地本新橋
支部信濃川発電所分会　阿部栄さん、秋田地本秋田総合車両セン
ター支部　佐々木良勝さん�

お寄せ頂いた連帯とご厚意に御礼申し上げます�
　　　　新潟地方本部　執行委員長　守橋久仁雄�

震災お見舞いに感謝いたします�
　新潟地本　中越支部長岡車両センター分会　大橋　清志�

被災四地本へのカンパ金贈呈（04年12月14日）�
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